
船橋市「人口ビジョン」「まち・ひと・しごと創生総合戦略」骨子案 

①働きたいまち船橋 
【しごとの創生】 
地域産業の活性化や今後の成長が期待できる
ような産業の育成を進め、商工業の集積や事
業所の立地を促すことで、活力あるまちを目
指す。 

②行ってみたいまち船橋 
【ひとの創生】 
特色のある商店街づくりや、楽しんで歩ける
回遊性の創出、船橋市にある地域資源（特産
物、海、スポーツ、音楽、イベント等）の市
内外へ向けた発信により、都市のイメージを
向上させ、多くの人に行ってみたい、ひいて
は住んでみたいと思われるまちを目指す。 

③結婚・出産・子育ての希望がかなうまち
船橋 【ひとの創生】 
市民の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
施策を推進し、誰もが子どもを産み育てやす
い環境を地域や社会が支えることにより、未
来の担い手である子どもが健やかに育つとと
もに、子育て世代にとって魅力があるまちを
目指す。 

④いつまでも住み続けたいまち船橋 
【まちの創生】 
これからの人口減少・少子高齢化時代にあっ
ても、安全・安心で健やかに暮らせ、いつま
でも住み続けたいと思われるまちを目指す。 

１ 船橋市の人口の現状 
(1)人口動向分析 
• 全国の人口は人口減少局面に入ったが、本市は現在も人口増加を続け、平成27年に62万人を

突破した。 
• 近年、生産年齢人口・年少人口は微増もしくは横這い状態である一方、老年人口は増加して

いる。 
（平成27年：年少人口8.5万人、生産年齢人口39.8万人、老年人口14.1万人） 

• 2000(平成12)年代以降、人口の自然増かつ社会増の状態が続いている。しかし、死亡数が出
生数に迫ってきており、今後は自然減に転じることが推測される。 

• 合計特殊出生率は、平成25年は1.39と回復傾向にあるが、全国平均の1.43に届いていない。 
• 男女とも、10代後半から20代までの転入超過が特に多い。その転入元としては、東京圏以外

と千葉県他市町村が大半を占める。 
 

(2)将来の人口推計と分析(2060(平成72)年) 
①平成25年の出生率・平成22～27年の平均の移動率が今後も続いた場合 
• 総人口59.3万人（年少人口7.0万人、生産年齢人口35.5万人、老年人口16.7万人） 
②全国の人口減少を加味し、①の移動率が20％程度収束した場合 
• 総人口56.1万人（年少人口6.4万人、生産年齢人口33.0万人、老年人口16.6万人） 
 
(3)人口の変化が船橋の将来に与える影響の分析・考察 
①地域社会 ⇒ 若い世代の減少に伴う地域の活力減衰 
②経済 ⇒ 人口減少に伴う消費の停滞 
③保健・福祉 ⇒ 高齢者増加に伴う医療・介護ニーズの増加・人材不足 
④行財政 ⇒ 生産年齢人口減少に伴う税収減少 
 
 

２ 人口の将来展望 
(1)市民の意識・希望 
• 夫婦が希望する平均子ども数：1.87人 
• 結婚を希望する未婚者(18-34歳)の割合：90.3%  
• 船橋市に住み続けたいと思う人の割合：83.6% 
• 千葉県民が住みたい街(駅)：3年連続1位船橋 ※SUUMO調べ 

 
(2)目指すべき将来の方向 
• 船橋市に住みたい・住み続けたいと思う人は非常に多い。この希望に応えるべく、住みやす

いまちづくりを推進し、定住促進を図る。 
• 職・住・遊の目的地として、積極的に選ばれるための魅力づくりを行い、人が集まるまちを

目指す。 
• 高齢化がさらに進展するので、すべての高齢者が、住み慣れた地域で、安心・安全・健やか

に暮らし続けられるようにする。 
• 結婚・出産・子育ての希望を、船橋で実現してもらう。 

 
(3)人口の将来展望(2060(平成72)年) 
2030(平成42)年までに市民希望出生率1.73が実現し、全国で少子化対策が進むことにより、社会
移動率の収束が10%程度となった場合 
• 総人口63.4万人（年少人口9.1万人、生産年齢人口37.6万人、老年人口16.7万人） 

本戦略は、「船橋市人口ビジョン」を踏まえ、「まち・ひと・しごと創生」に係る政策・
施策の基本目標を定めるものである。また、国・県の総合戦略を勘案し、「船橋市
商工業戦略プラン」をはじめとした関連の深い計画と連携・整合を図ることとする。 

船橋市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成27～31年度） 船橋市人口ビジョン（平成27～72年度） 

【基本目標・基本的方向】 【施策】 

 産業連携の推進等 
（「チーム船橋」推進プロジェクト） 

 創業者の育成・多様な人材活用の推進 
 船橋版イノベーションの創出 
                    など 

 商業・観光振興推進による 
賑わいの創出 

 スポーツ振興による地域活性化 
 船橋駅周辺部と臨海部の 

回遊性創出 
                    など 

 保育所待機児童対策の推進 
 若者の就労支援 

 安心して子育てできる環境の整備 
                    など 

 地域包括ケアシステムの構築 
 公共施設・インフラのマネジメント強化 
 地域防災・防犯の充実 
                    など 

平成27年8月 船橋市まち・ひと・しごと創生推進本部 
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